
　　　　植林から現在までの成長量を比較（代表的な例）

　スギ人工林における地位のちがいによる平均成長量の推移の変異
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■   

収
穫
試
験
地
を
長
期
的
に
調
査
す
る

　

安
定
し
た
林
業
経
営
を
続
け
る
に
は
、
管
理

す
る
森
林
域
で
の
木
の
収
穫
が
一
区
画
や
一
期

間
に
偏
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
林
業
計
画
を
立

て
る
こ
と
が
理
想
で
す
。
計
画
立
案
に
あ
た
っ

て
は
、
ど
の
区
画
の
ど
の
木
々
が
何
年
後
に
ど

れ
く
ら
い
成
長
し
、
ど
れ
く
ら
い
の
材
積
の
収

穫
を
見
込
め
る
か
と
い
っ
た
基
礎
情
報
を
知
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
の
基
礎
デ
ー
タ

が
、
地
域
ご
と
樹
種
ご
と
な
ど
に
成
長
量
を
予

想
し
た
「
収
穫
予
想
表
」
で
す
。
森
林
総
合
研

究
所
で
は
、「
収
穫
予
想
表
作
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

を
公
開
し
、
林
業
や
森
林
管
理
に
携
わ
る
人
々

の
施
業
・
管
理
に
役
立
て
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

と
は
い
え
、
木
が
い
つ
も
予
想
通
り
の
成
長

を
示
す
と
は
か
ぎ
り
ま
せ
ん
。
樹
木
は
何
十
年
、

何
百
年
と
い
う
時
間
を
か
け
て
ゆ
っ
く
り
成
長

す
る
の
で
、
長
期
間
に
わ
た
り
樹
木
の
成
長
を

測
定
し
、
常
に
予
想
を
検
証
し
続
け
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

森
林
総
合
研
究
所
は
森
林
管
理
局
と
共
同
で
、

全
国
の
国
有
林
に
現
在
お
よ
そ
１
６
０
カ
所
の

収
穫
試
験
地
を
設
定
し
、定
期
的
な
調
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。
各
試
験
地
で
は
、
立
木
に
識
別
番

号
を
付
し
て
間
伐
、
被
害
、
枯
死
な
ど
の
消
長

が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
胸
高
直
径
の
測

定
位
置
を
固
定
し
、
樹
高
は
測
高
器
を
用
い
原

則
と
し
て
全
数
を
測
定
す
る
な
ど
、
精
密
な
毎

木
調
査
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
だ
け
の

規
模
で
長
期
間
測
定
し
て
き
た
の
は
国
内
で
も

類
を
見
な
い
こ
と
で
、
１
２
０
年
間
森
林
の
研

究
を
続
け
て
き
た
森
林
総
合
研
究
所
な
ら
で
は

の
研
究
と
い
え
ま
す
。
こ
の
圧
倒
的
な
質
・
量

の
デ
ー
タ
を
目
的
に
応
じ
て
解
析
す
る
こ
と
で
、

「
収
穫
予
想
表
」
へ
の
貢
献
以
外
に
も
、
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

■   

長
期
調
査
か
ら
み
え
て
き
た
こ
と

　

た
と
え
ば
、
森
林
の
施
業
の
仕
方
に
よ
っ
て

は
炭
素
固
定
量
を
増
や
す
効
果
が
あ
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
間
伐
の
あ
り
・
な
し
で
成
長

量
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
間
伐
が
森
林
の
バ
イ

オ
マ
ス
成
長
量
を
増
や
す
こ
と
が
わ
か
っ
た
の

で
す
。

　

ま
た
、
育
つ
環
境
条
件
に
よ
っ
て
木
の
成
長

パ
タ
ー
ン
が
異
な
る
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。

木
は
そ
の
樹
種
の
成
長
に
適
し
た
環
境
条
件
で

は
成
長
量
が
大
き
く
な
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
収
穫
試
験
地
の
デ
ー
タ
を
解
析
し
た

と
こ
ろ
、
ス
ギ
の
生
育
適
地
（
地
位
上
）
で
は
そ

れ
ほ
ど
適
し
て
い
な
い
場
所
（
地
位
中
・
下
）
と

比
べ
て
ピ
ー
ク
の
成
長
量
が
大
き
い
だ
け
で
は

な
く
、
成
長
量
が
ピ
ー
ク
に
な
る
林
齢
が
若
い

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
木
の
成
長

パ
タ
ー
ン
を
知
る
こ
と
で
、
成
長
予
想
を
よ
り

正
確
に
行
う
手
法
の
開
発
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。

人工林の長期観測

林齢（年）

バイオマス量（1haあたりの乾燥重量トン）

m3/ha/年

成果
　複数の試験地において、間伐の「ある・
なし」を比較したところ、間伐すること
で森林のバイオマス成長量が増えるこ
とがわかりました。間伐材を木材利用
すれば炭素は固定されます。その固定
量も含めると、間伐を行うことで炭素
固定量を増やす効果があることがわか
りました。

平
均
成
長
量

成果
　東北地方の収穫試験地の成長データ
を解析したところ、成長に適した環境
では若い林齢のときに幹の材積の平均
成長量のピークが来ることや、ピーク
成長量が大きいことがわかりました。
これらのことから、森林の成長予想を
より正確に判断する手法の開発につな
げることができます。

鰻沢2号ヒノキ試験地 強度間伐区（2017年撮影）

強度区とは、間伐を強く行った区画で、間伐の強度によって収穫量がどのて
いど変化するかを比較調査している。

小野子スギ試験地（2019年撮影）

それぞれの試験地では、1本1本の木に番号をつけ、ほぼ5年ごとに直径、樹
高などの調査を続けている。
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意義

　樹木の成長と収穫量を予測すること
は、林業の計画を立てるときのもっと
も基本的な情報となります。森林総合
研究所は森林管理局と共同で、全国の
国有林に設定した試験地において長期
間にわたり樹木の成長を実測してきま
した。これらのデータを用いることで、
さまざまな解析を行うことができます。

(Nishizono et al. 2008)
(西園 2012)

（細田ら 2005）

炭素固定は、
温室効果ガスの
抑制につながる。

全国約160カ所の

収穫試験地で

調査を行っている。

林内に残っている樹木（生立木）だけでは無間伐林のほうが大きいが、間伐木も含めると
ほとんどの場合で間伐林のほうが大きい。

茨城県上君田スギ（83年生）

茨城県横山スギ（89年生）

愛知県裏谷ヒノキ（74年生）

静岡県都沢ヒノキ（82年生）

福島県横向カラマツ（48年生）

長野県富士里カラマツ（52年生）

「地位」とは林地の持っている生産力のことで、成長に適した環境条件のときに高くなります。

地位上

間伐林

無間伐林

間伐林

無間伐林

間伐林

無間伐林

間伐林

無間伐林

間伐林

無間伐林

間伐林

無間伐林

地位中 地位下

森林の
長期研究の意義と成果

特集◉


